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手作りの
コウノトリ帽子で
� パチリ！

　幸せを呼ぶコウノトリのモニュメントには、鴻巣市で家
族を育んでほしいという願いを込めています。自然環境を
守り、育むことによって、皆さんが住みよいまちづくりを
これからも進めていきます。

　「コウノトリの里づくり」を広く知ってもらうことを目
的に、コウノトリモニュメント2体を設置し、1月25日、
鴻巣保育所の年長児と一緒にお披露目をしました。

本市の取組を全国に発信

コウノトリがデザインされた自動販売機は、本庁舎ロビーなど市内５か所に設置

　1月11日、東京大学伊藤国際学術研究センターにおいて、「水辺
からはじまる生態系ネットワーク全国会議」（事務局：国土交通省
水管理・国土保全局）が開催されました。この会議は、河川等を
基軸とした魅力ある地域づくりに取り組む全国26市町の首長が会
員となっています。
　会議に参加した原口市長は、本市が進める「人にも生きものに
もやさしいまちづくり」を紹介するとともに、「近隣の市町村・国・
県等と連携し、取組の輪を広げていきたい」と話しました。

　「人にも生きものにもやさしいまちづく
り」を一層推進するため、本市とコカ・コー
ラボトラーズジャパン㈱は、「コウノトリの
里づくり支援プロジェクトに関する基本協
定」を締結しています。この協定に基づく取
組の一環として、コウノトリの里づくり支援
自動販売機の売上の一部が、コウノトリの里
づくり基金へ寄附されました。
　基金は、環境にやさしいお米を学校給食で
提供する事業や、子どもたちの環境教育等に
活用していきます。

　本市が「コウノトリ」をシンボルとして
進める「人にも生きものにもやさしいまち
づくり」を紹介します。
問い合わせ／地域活性化特命チーム（内線
2112）

幸せを呼ぶ「コウノトリモニュメント」を市役所に設置

水辺を活かした魅力ある地域づくりに向けた全国会議が開催

基本協定により「コウノトリの里づくり基金」に寄附
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